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機能的な筋肉の移殖はその組織学的特殊性より， これまで臨床的に有為の結果
が得られたとは言い難い。遊離筋肉移殖の実験的試みは既に1874年に Zielonko
によりカエルの大腿筋を移殖したことが報告されているがこれも成功例とは断言
出来ない。次いで遊離筋移植に対する実験的試みは細かく切断した筋肉移植へと
進み (mincedmuscle transplantation)，やがて Thompsonらが行った様にあら
かじめ除神経し，正常筋に隣接した位置に移植するという特殊な状況の下に初め
て臨床的に成功を見ることが出来たのである。 しかしこれらは特殊な状況の下で
行ないうることであり， 臨床的に広く応用されうる術式として確立されたもので
ないことは明らかである。 これに対し近年，急速な発展を見た微小外科 (micro-
surgery)の手技を応用することにより， 筋の栄養血管を recipientsiteの血管と
吻合し，筋の阻血性変化なしに遊離移植が可能となり，広く臨床的に応用され始
めている。すなわち遊離筋移植が機能再建手術として持つ価値が今ほど高まった
時はないと言える。本書は 1980年6月13-14日， ウィーンで聞かれた Vienna 
Muscle Symposium (G. Freilingerウイ}ン大学第 2外科病院形成外科教授主催
による)で行われた口演の技粋を publicationしたもので， その意味では非常に 
up-to-dateな企画および timingで発行されたものと言えよう。本書においては前
半部においてこれまでの古典的遊離筋移植における変化を主として形態学的に検
索し，それら筋が周辺より revascularizationされる可能性があることや，それら 
regenerationに際しては， satellite cellが重要な役割を果たしていることなどを
述べ，各章毎に問題点を discussionの形で載せており，理解を一層容易なものと
している。 さらに次の章では種々の条件下における移植筋を主として電気生理学
的に検索し， あわせて阻血下の組織の態度についても言及している。次いで現在
の臨床応用が述べられ，その中でも最も多くかっ広く応用されている facialpalsy 
に対する神経血管柄付遊離筋肉移植について(一部は有茎筋移植も含んでいるが) 
10人の著者が述べている。この facialpalsyに対する筋移植は主に形成外科領域
で扱われており，本邦からも 2名の報告者が参加し，本領域におけるわが国の水
準の高さを示したものであろう。本書においては次いで、紅門括約筋の再建につい
ても 5人が述:ベており，主として筋移行術によるものではあるが，いわゆる mus-
cle transplanta，tionが整形外科および形成外科領域のみならず，外科領域において
もその範囲を広げつつあることを示しているものとして興味深い。 さらに本書で
は，大腿直筋や広背筋などを良い donormuscleとして使用する可能性にういて，
およびそれら移植筋群の機能回復のために必要な netirotizationについて神経移
植など一連の業績で名高い Millesiらの発表を載せるなど，その水準はかなり高
いものと思われる。
現代は古典的筋肉移植にかわり， microsurgeryを応用した確立された手技によ
る新しい機能的筋肉移植の時代を迎えたと言っても過言ではないであろう。しか
しそれらも先達の研究の積重ねをもとに次第に開花したものである。本書はその
意味においてこれまでの歴史的流れの中で位置づけられた新しい方法が今後新た
なる分野を切り開いていく可能性に満ちていることを示すものとして非常に意義
深いものと言えよう。(渡部恒夫)
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